平成　　年　　月　　日

動物実験中間報告書
学　長　殿

動物実験責任者

所属　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

	１．学長承認番号：

	２．実験実施期間：学長承認日（　　　　年　月　日）～　　年　　月

	３．研究課題名：（動物実験計画書に記載した課題名を書いてください。）



	４．研究の概要：（動物実験計画書に記載した概要を書いてください。）



	５．実施した内容



	６．使用した動物数

	７．動物実験の自己点検票の添付（添付を確認し、□に印をつけてください。）

　　□確認しました。


備考：

（1）計画書で申請した実験実施期間を満了して実験を終了する場合は、様式2「動物実験結果報告書」（承認日から最終年度までに行った結果の報告）を提出してください。
（2）計画書で申請した実験実施期間の途中で実験を終了または中止する場合は、様式3「動物実験（終了・中止）報告書」および様式２「動物実験結果報告書」(承認日から終了したあるいは中止した日または年度までに行った結果の報告)を速やかに提出してください。
平成29年3月15日

【記入例】　動物実験中間報告書
学　長　殿

動物実験責任者

所属　　動物実験施設　　　　　　
氏名　　加藤秀樹　　　　　　　印

	１．学長承認番号：2014XXX

	２．実験実施期間：学長承認日（2014年6月30日）～2017年3月

	３．研究課題名：（動物実験計画書に記載した課題名を書いてください。）

例：マウスの突然変異遺伝子XXXの遺伝解析と表現解析ならびにコンジェニック系統の作製

	４．研究の概要：（動物実験計画書に記載した概要を書いてください。）

記入例：C57BL/6に見出された突然変異遺伝子Xyzついて病理組織学的な解析を行う。また、DBA/2を交配に用いて（C57BL/6-Xyz x DBA/2）F1 x C57BL/6-Xyzの戻し交配を行って、Xyz遺伝子のマッピング（染色体とその位置決定）を行う。一方、Xyz遺伝子の発現について詳細な研究を行うためにC3H/He系統を遺伝背景としたコンジェニック系統を育成する。

	５．実施した内容

記入例：C57BL/6に見出された突然変異遺伝子Xyzが原因と考えられる腎臓の形態異常を解析するために異常を示す8週齢のオスおよびメス各5個体をエーテル麻酔下で剖検後、腎臓を摘出し、ホルマリン固定した。一方、性成熟に達したC57BL/6-Xyz/+オス1頭と日本クレアより購入した8週齢のDBA/2メス2頭を交配し、15頭のF1を得た。8週齢のF1メス7頭を2:2:2:1に別け、4ケージに収容、それぞれに性成熟に達したC57BL/6-Xyz/+オス1頭ずつ、合計4頭を入れ、戻し交配を行った。妊娠メスを個別ケージに移し、分娩させ、腹ごとに子の表現型を1ヶ月齢で観察した。直ちに頚椎脱臼法で殺処分して剖検を行った。腎臓を肉眼で観察した後、肝臓の一部をDNA用として採取した。なお、今年度は戻し交配により7頭のF1メスが一回ずつ分娩し、合計51頭の子を得た。

備考：当該期間中に使用したマウスについては苦痛を伴わない方法を用いて殺処分し、死体および採材試料（臓器等）については浜松市斎場で焼却した。

	６．使用した動物数

　　マウス　合計80頭

	７．動物実験の自己点検票の添付（添付を確認し、□に印をつけてください。）

　　■確認しました。


備考：

（1）計画書で申請した実験実施期間を満了して実験を終了する場合は、様式2「動物実験結果報告書」（承認日から最終年度までに行った結果の報告）を提出してください。
（2）計画書で申請した実験実施期間の途中で実験を終了または中止する場合は、様式3「動物実験（終了・中止）報告書」および様式２「動物実験結果報告書」(承認日から終了したあるいは中止した日または年度までに行った結果の報告)を速やかに提出してください。
